
事
務
局
長

比
嘉

事
務
局
員

幸
地

事
務
局
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阿
嘉

発
行
／
与
那
原
町
議
会

編
集
／
議
会
広
報
常
任
委
員
会
　
☎
098-945-5775

〒
901-1392　

沖
縄
県
島
尻
郡
与
那
原
町
字
上
与
那
原
16番

地
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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w
w
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n.yonabaru.okinaw
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よ
な
ば
る 

議
会
だ
よ
り

No. 号145
あなたと

町政を結ぶあなたと

町政を結ぶ

よなばるよなばる

令和７年７月１日発行

令和７年  第１回 定例会（３月議会）２P

政務活動費って何に使っているの？３P

令和７年度 ３月定例会 一般質問4〜13P

第20期 議員による新体制がスタート14・15P

９月定例会日程・新事務局紹介・編集後記16P

　

与
那
原
町
の
皆
さ
ん
、ち
ゅ
う

う
が
な
び
ら
。

　

今
年
は
議
員
改
選
の
年
に
当

た
り
、５
月
12
日
よ
り
第
20
期
の

議
員
が
着
任
し
活
動
し
て
い
ま

す
。
　

そ
し
て
、広
報
委
員
も
６
名
中

４
名
が
入
れ
替
わ
り
ま
し
た
。経

験
者
２
名
、新
人
４
名
で
力
を
合

わ
せ
、４
年
間
の
任
期
を
し
っ
か

り
務
め
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
　

さ
て
、広
報
委
員
会
の
役
割

は
、議
会
だ
よ
り
を
通
し
て

①
審
議
事
項
や
各
議
員
に
よ
る
一

　

般
質
問
な
ど
、議
会
の
活
動
内

　

容
を
解
り
や
す
く
伝
え
、町
の

　

政
策
や
抱
え
て
い
る
課
題
に
関

　

心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
。

②
議
会
運
営
の
透
明
性
を
高
め

　
る
こ
と
で
町
民
の
信
頼
を
得
る

　
こ
と
。

③
町
民
目
線
で
の
民
主
的
な
合

　

意
形
成
を
促
進
す
る
こ
と
。

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
一
人
で
も
多
く
の
皆
様
が
町
政

に
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、

委
員
一
同
頑
張
り
ま
す
。

編
集
後
記

議会広報常任委員会
委員長 志村　幸司

９月の定例議会は…

町民の皆さん、まずは足を運びましょう!

議会日程は議会ホームページ　http://www.town.yonabaru.okinawa.jp/gikai/
または「議会事務局 ☎945-5775」へお問い合わせください

一般質問▶24日（水）・25日（木）・26日（金）8日（月）～26日（金）
定例会は６月、９月、12月、３月に開会しています。（10時から）

You Tubeでも傍聴できるよ〜!

予
定

こ
う
し
て

　
ほ
し
い
な

をしませんか!?
※「一般会議」とは「与那原町に関する課題」について、町民の皆
　様が直接声を届けられる会議です。あなたと議会が直接意見交
　換ができます。議会と意見交換したい方は参加申し込みが必要
　です。詳細は下記「議会事務局」へお問い合わせください。

　日頃生活をしている中で「これ何とかならないかな？」とか「こうしてほしい」など、さまざまな課題
が出てくると思います。町長を始め、役場職員、町議会議員でもなかなか気づかないこともあります。
皆様が気づいたことを議会や行政に届け、住みやすい安心・安全なまちづくりをしていきましょう。

こ
れ
何
と
か

な
ら
な
い
？

↓そこで…あなたの意見を届けよう↓

一般会議

議会事務局　☎945-5775お問い合わせ

議会と意見交換できるんです ※議会と意見交換したい方は申し込みが必要です

綱
が
る

　
３
つ
の
力

綱
が
る

　
３
つ
の
力

行政

議会 町民

書・写真：相羽としえ　

議
会
事
務
局
挨
拶

　「議会だより」をご覧の町民
のみなさまこんにちは。与那原
町議会事務局兼監査員事務局
長の比嘉です。広報常任委員
会の議員のみなさんと「見やす
い」「分かりやすい」広報誌づく
りを目指して頑張ります。

　今年で配属されて２年目に
なります幸地です。議会は議員
の皆さんが代表して町民の多
様な声を届ける場です。ぜひ、
議場やユーチューブで議会を
ご覧になってください。

　4月より議会事務局に異動に
なりました阿嘉と申します。新
しい環境での挑戦を楽しみに
しています。議員、地域の皆様
と共により良い議会運営を目
指してまいりますので、どうぞよ
ろしくお願いいたします。



地方譲与税
0.4％

地方交付税
20.1％

諸収入
2.1％

その他
（一般財源）
1.7％

分担金
及び負担金
0.7％ 繰入金

6.3％

町税
17.8％

一般会計（110億4442万円）の内訳

歳入 地方消費税
交付金
4.3％公庫支出金

25％

県支出金
17.4％

使用料
及び手数料
0.5％

町債
3.8％

総務費
16.3％

民生費
42.2％衛生費

6.6％
衛生費
6.6％

土木費
8.4％ 歳出

議会費
0.9％

予備費
0.2％

令和７年度 一般会計予算 10億1293万円（増）
一 般 会 計
国民健康保険特別会計
後期高齢者医療保険特別会計
下 水 道 事 業 会 計
水 道 事 業 会 計

合　　　計

110億4442万円
22億1857万円
2億5720万円
7億5506万円
7億4315万円

150億1842万円

100億3149万円
21億9786万円
2億1797万円
7億7040万円
6億1842万円

138億3614万円

10億1293万円
2071万円
3923万円
△1534万円
1億2473万円
11億8228万円

10.0
0.9
17.9
△1.9
20.1
8.5

令和７年度会計項目 令和６年度 増減額 増減率（%）

農林水産費
2.3％

商工費
1.5％

消防費
2.8％

公債費
6.2％

教育費
12.5％

令和７年 第１回 定例会（３月議会）
　３月に開催された定例会は３月３日（月）～21日（金）までの19日間の会期で開催され、報告２件、
審議事項として議案23件（新年度予算含む）、陳情２件、委員会提出議案２件、議員提出議案３件の
合計30件が審議され全て賛成多数で可決されました（議案９号と13号は反対者あり）

＊その他の議案名等については与那原町議会HP（http：//www.town.yonabaru.okinawa.jp/gikai/）をご覧ください。

識
名　

盛
紀

当
真　

聡

山
口　

修

松
長　

康
二

上
原　

晃

我
謝　

孟
範

諸
見
里 

史
子

古
堅　

亮
吉

新
垣　

真
一

志
村　

幸
司

相
羽 

と
し
え

舩
谷　

政
喜

議決
結果

議　　員　　名

原案可決 ○○欠○○

×

○○○○○○

識
名　

盛
紀

当
真　

聡

山
口　

修

松
長　

康
二

上
原　

晃

我
謝　

孟
範

諸
見
里 

史
子

古
堅　

亮
吉

新
垣　

真
一

志
村　

幸
司

相
羽 

と
し
え

舩
谷　

政
喜

議決
結果

議　　員　　名

原案可決 ○○欠○

××

○○○○○○

議案「第9号」与那原町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

議案「第13号」与那原町水道供給水の一部を改正する条例

　国民健康保険法を一部改正する
政令の施行及び国保財政の収支不
均衡の改善を図るための改正。

　町民は物価の高騰や所得減少で
疲弊し将来展望を失っている。国の言
いなりになってはいけない。

提案
理由

〇（賛成）　×（反対）　欠（欠席）

　沖縄県企業局の水道料金引き上
げの決定を受け、水道事業の安定運
営を図るため料金改定が必要。

　町民の生活が疲弊している中引き
上げはおかしい。今こそ基金を取り崩し
て活用すべきである。

提案
理由

反対理由
［我謝議員］

反対理由
［我謝議員］

令
和
７
年 

第
１
回 

定
例
会（
３
月
議
会
）

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
７
年
７
月
）
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政務活動費とは地方議会の議員に政策調査研究等の為に支払わ
れる費用のこと。与那原町議会は5,000円×12ヶ月＝60,000円まで
※超過分は自己負担となる。

交際費、政党の活動費、会議を伴わない飲食費、
レクリエーション費、選挙活動費、専門誌以外の新聞代、
町政に係わらない視察費　等

政務活動費とは… 対象とならない経費とは…

令和6年度  政務活動費収支報告

喜屋武一彦
舩谷　政喜
相羽  としえ
志村　幸司
新垣　真一
古堅　亮吉
諸見里史子
我謝　孟範
上原　晃
松長　康二
山口　修
当真　聡
識名　盛紀

計

60,000
60,000
60,000
60,000
60,000
60,000
60,000
60,000
60,000
60,000

0
60,000
60,000
720,000

105,400
61,290
63,803
82,600

134,000

55,070

502,163

116,050

60,000
2,000

178,050

113,136
61,290
179,853
104,272
63,106
134,000
60,000
51,254
66,770

0
0

60,000
25,093
918,774

0
0
0
0
0
0
0

8,746
0

60,000
0
0

34,907
103,653

氏　　名 交付額 合　計 残余金調　査
研究費

広報・
広聴費

資　料
購入費 事務所費

16,234

110

1,300
17,644

7,736

21,672
46,872

49,144
11,700

23,793
160,917

60,000

60,000

事務費

使　　　　　　　途

政務活動費って何に使っているの政務活動費って何に使っているの

商工会青年部との交流事業で、
滋賀、大阪、京都視察と、首里城
再建と類似する比叡山の復興
作業視察に使用しました。

定期新聞購読代と書
籍代、コピー代に使用
しました。

北海道浜中町の視察に
出掛けました。

福岡の子どもの居場所
施設調査と防災の為の
視察に使用しました。

定期新聞購読代、印刷代
などに充てました。

定期新聞購読代、書籍
代に充てました。

４年間の議会活動報
告リーフレット代に充
てました。

町民の声を聴く事務所費
用の一部に使用しました。

防災視察のため、東京の消防署２カ
所、そなエリアに聞き取り調査、また、
1年間の活動報告用リーフレット作成
費に使用しました。

能登半島復興状況から見える課
題と、災害対策を講じるための
視察として使用しました。

山口
今年度は
使用せず。

松長
今年度は
使用せず。

令
和
６
年
度

我謝 51,254円

識名 25,093円

当真 60,000円

古堅 134,000円

相羽 179,853円

志村 104,272円

諸見里 60,000円

喜屋武 113,136円

新垣 63,106円

福岡の子どもの居場所の
運営、行政との連携方法
の聞き取り調査と、定期新
聞購読代に充てました。

上原 66,770円

舩谷 61,290円

政
務
活
動
費
使
途
報
告

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
７
年
７
月
）
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事
前
復
興
ま
ち
づ
く
り

計
画
へ
の
取
り
組
み
を

ひ
び
割
れ
な
ど
老
朽
化
が
進
む
ト
ー
チ
カ

（
板
良
敷
戦
争
遺
跡
）

男
女
協
働
へ
の

　
　
積
極
的
推
進
を

1 年経過しても復興以前の復旧段階の地区もある

南
海
ト
ラ
フ
地
震
を
想
定
し
た

強
度
な
ま
ち
づ
く
り
を
！

の
日
ま
で
の
期
間
、こ
れ
ま
で
と
違
っ

た
戦
後
80
年
の
取
り
組
み
を
し
っ
か

り
行
い
、平
和
あ
る
い
は
非
戦
の
誓
い

を
新
た
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

国
土
交
通
省
は
、近
い
将
来

起
き
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
首
都
直

下
地
震
や
南
海
ト
ラ
フ
地
震
を
想
定

し
、２
０
２
３
年
７
月
よ
り
同
計
画

を
推
進
し
て
い
る
が
、本
町
の
取
り

組
み
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

金
城
生
活
環
境
安
全
課
長　

予
算

が
伴
う
点
も
あ
り
具
体
的
な
準
備
体

制
は
取
れ
て
い
な
い
が
、住
宅
地
が

被
災
し
た
場
合
な
ど
を
想
定
し
、復

興
手
順
や
復
興
し
て
い
く
た
め
の
訓

練
が
所
要
と
な
る
と
考
え
て
い
る
。

国
や
県
、近
隣
市
町
村
と
の
勉
強
会

で
、専
門
家
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

城
間
副
町
長　

市
街
地
が
壊
滅
的

な
被
害
を
受
け
た
場
合
、行
政
の
責

務
と
し
て
同
計
画
に
基
づ
い
た
イ
ン

フ
ラ
整
備
を
実
施
す
る
必
要
が
出
て

く
る
。国
よ
り
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
示

さ
れ
て
い
る
の
で
、先
行
自
治
体
の
取

り
組
み
や
実
施
計
画
等
情
報
収
集
を

進
め
、調
査
研
究
及
び
計
画
策
定
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

質
問　

本
町
に
お
け
る
女
性
登
用
の

状
況
と
、進
め
る
上
で
の
課
題
や
今

後
の
対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

岡
総
務
課
長　

現
在
、課
長
補
佐
以

上
の
48
名
中
女
性
は
12
名
の
25
％

で
、令
和
７
年
度
は
同
49
名
中
11
名

で
22
％
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
。ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
難
し
さ
と
キ
ャ

リ
ア
育
成
過
程
な
ど
の
課
題
が
あ

り
、行
政
事
務
改
善
委
員
会
等
に
お

い
て
働
き
や
す
さ
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
る
。人
員
配
置
的
な
キ
ャ
リ
ア
育

成
と
研
修
機
会
の
創
設
が
大
切
に
な

る
と
考
え
て
い
る
。

トーチカの保存と活用を
― 平和を学ぶための場として積極利用が必須 ―

一
般
質
問

　
月
定
例
会

３

質
問　

板
良
敷
に
あ
る
戦
争
遺
跡

ト
ー
チ
カ
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

が
対
策
を
考
え
て
い
る
か
。ま
た
、今

年
は
戦
後
80
周
年
の
節
目
で
も
あ
る

た
め
、今
回
を
機
に
、ま
ち
歩
き
な
ど

を
通
し
た
平
和
学
習
の
場
と
し
て
活

用
で
き
る
よ
う
に
対
応
で
き
な
い
か
。

与
那
嶺
生
涯
学
習
振
興
課
長　

ひ
び

割
れ
等
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
も

見
え
る
た
め
、戦
争
文
化
財
と
し
て

後
世
に
継
承
す
る
か
ど
う
か
も
含

め
、審
議
委
員
会
に
諮
り
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。ま

た
、平
和
学
習
に
活
用
す
る
た
め
に

仮
設
の
通
路
を
作
れ
な
い
か
な
ど
、

地
主
と
調
整
を
し
て
い
く
。

照
屋
町
長　

５
月
21
日
の
町
民
平
和

の
日
を
契
機
に
、６
月
23
日
の
慰
霊 志 村 幸司

し　　むら　 こう　 じ

 議員

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
７
年
７
月
）
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今
こ
そ
本
町
に
も

　

憲
法
９
条
の
碑
を
！

上
原  

晃

【
大
宜
味
村
に
建
立
さ
れ
た
憲
法
九
条
の
碑
】「
命
ど
ぅ
宝
」の
文

字
を
平
和
の
象
徴
の
ハ
ト
が
９
羽
で
囲
む
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
て
い
る

照
屋
町
長　

任
期
が
１
年
以
上
残
っ

て
お
り
、現
時
点
で
は
任
期
を
し
っ
か

り
と
全
う
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

戦
争
放
棄
、日
本
国
憲
法
第

９
条
に
つ
い
て
町
長
は
ど
う
お
考
え

か
。

照
屋
町
長　

憲
法
９
条
に
つ
い
て
は

堅
持
の
立
場
で
、こ
れ
か
ら
も
平
和
、

非
戦
の
誓
い
を
新
た
に
し
て
い
き
た

い
。

質
問　

私
は
本
町
の
平
和
教
育
、子

ど
も
達
の
平
和
学
習
の
一
環
と
し
て

早
期
の
憲
法
第
９
条
の
碑
建
立
が
必

要
で
は
と
。町
民
が
動
く
の
を
待
つ
の

か
、町
が
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
で

は
な
い
の
か
。

岡
総
務
課
長　

平
和
の
塔
、慰
霊
の

塔
の
老
朽
化
、町
遺
族
会
の
高
齢
化

等
戦
争
の
伝
え
方
は
検
討
が
必
要
で

あ
る
。

垣
花
教
育
長　

憲
法
９
条
の
碑
は
検

討
の
対
象
と
し
て
い
き
た
い
。平
和
学

習
に
つ
い
て
、教
育
資
源
を
活
用
し
平

和
に
つ
い
て
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

照
屋
町
長　

今
年
戦
後
80
年
を
迎

え
、憲
法
の
日
、平
和
学
習
も
含
め

て
、議
論
を
し
学
習
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
る
。

町議会議員選挙
― 多くの立候補者が出てほしいと期待する ―

質
問　

立
候
補
予
定
者
の
説
明
会
、

ど
の
よ
う
な
状
況
だ
っ
た
の
か
、投
票

日
ま
で
約
一
ヵ
月
、余
り
に
も
静
か
す

ぎ
る
。投
票
率
に
も
影
響
し
な
い
か

不
思
議
で
あ
る
。町
選
管
と
し
て
ど

の
よ
う
な
考
え
か
。

岡
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長　

　

説
明
会
は
15
名
が
参
加
さ
れ
、現

職
９
名
、元
職
１
名
、新
人
５
名
で

政
治
活
動
と
選
挙
運
動
の
見
極
め
も

し
っ
か
り
候
補
者
は
活
動
い
た
だ
き

た
い
。

質
問　

町
長
も
平
成
30
年
４
月
20

日
の
町
長
選
挙
で
初
当
選
さ
れ
、２

期
目
が
無
投
票
で
再
選
さ
れ
次
の
選

挙
ま
で
早
い
か
と
思
う
が
、３
期
目

に
向
け
て
の
挑
戦
を
現
状
で
は
ど
の

よ
う
に
お
考
え
か
。

一
般
質
問

　
月
定
例
会

3

上 原　晃
うえ　　 はら　　  あきら

 議員

６期24年に感謝を込めて
 私も長年、28年務めていた農協を退職し、与那原で生まれ、育ち、学び、就職後、少しでもまちづく
りに役立ちたいとの思いで48歳で初挑戦し、多くの支持者の支えで当選させていただきました。目標
として３期12年で終わる予定でしたが、６期24年も務められるとは想像もしませんでしたので本当に
皆様のお陰だと感謝申し上げます。私も体力の限界、気力、集中力、特に視力、目の衰えを感じ、今
期で引退する決意をしましたので皆様にはご理解をお願い致します。
　最後に照屋町長を初め職員の皆様、そして再度立候補される同僚議員の皆様、新しく当選され
る議員の皆様の今後のご活躍と本町の発展を心から祈念致します。長い間ありがとうございました。

日本国憲法  第九条
第二章　戦争の放棄
第九条　日本国民は、正義と秩序を基調とする国際平
和を誠実に希求し、国権の発動たる戦争と、武力による
威嚇、又は武力の行使は、国際紛争を解決する手段とし
ては、永久にこれを放棄する。
②前項の目的を達するため、陸海空軍その他の戦力は、
これを保持しない。国の交戦権は、これを認めない。

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
７
年
７
月
）
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与
那
原
大
綱
曳
の

　
魅
力
発
信
の
工
夫
を

商業施設で行われた包括的性教育
イベントに展示された幼児向け絵本

「与那原大綱曳」をモチーフに６年生全員で制作した版画作品

与那原大綱曳資料館に小学生の版画の展示を！

育
士
、看
護
師
に
十
万
円
を
支
給
す

る
事
業
を
開
始
す
る
。

質
問　

現
在
ど
の
よ
う
な
包
括
的
性

教
育
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

呉
屋
主
任
指
導
主
事　

発
達
段
階

に
応
じ
て
、性
に
関
す
る
知
識
、健
康

管
理
、意
思
決
定
ス
キ
ル
、生
命
尊

重
、ブ
ロ
ッ
ク
能
力
の
育
成
な
ど
行
っ

て
い
る
。

質
問　
「
は
ど
め
規
定
」に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

呉
屋
主
任
指
導
主
事　

性
教
育
の

内
容
が
限
定
的
に
な
り
、十
分
に
伝

え
き
れ
な
い
場
合
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

質
問　

文
部
科
学
省
に
確
認
す
る
と

「
教
え
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
意
味
で

は
な
く
、必
要
に
応
じ
た
指
導
は
可

能
。現
場
の
裁
量
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で

き
る
」と
の
回
答
だ
っ
た
が
。

垣
花
教
育
長　

児
童
生
徒
の
発
達

段
階
を
考
慮
す
る
、学
校
全
体
で
共

通
理
解
を
図
る
、保
護
者
や
地
域
の

理
解
を
得
る
な
ど
高
い
ハ
ー
ド
ル
が

あ
る
。学
校
か
ら
授
業
を
し
た
い
相

談
が
あ
れ
ば
検
討
し
た
い
。

提
言　

命
の
現
場
に
い
る
産
婦
人
科

医
や
助
産
師
に
伺
う
と「
思
春
期
は

身
体
と
感
情
の
変
化
期
で
、コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
る
の
は
言
葉
だ
」と
の
こ

と
。「
辛
い
」を
言
葉
に
出
来
な
い
と

食
欲
不
振
、睡
眠
不
足
、や
が
て
不
登

校
に
繋
が
る
。ユ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
な

ど
外
部
機
関
を
活
用
し
、性
教
育
や

気
持
ち
を
言
葉
に
で
き
る
教
育
を
進

め
て
欲
し
い
。

質
問　

町
長
が「
与
那
原
大
綱
曳
ま

つ
り
の
運
営
の
見
直
し
を
図
り
、持
続

可
能
な
取
り
組
み
を
積
極
的
に
実
施

す
る
」と
所
信
表
明
さ
れ
た
が
、具
体

的
に
ど
う
す
る
の
か
。

桑
江
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長　

ク
ラ
ウ

人生の選択肢を広げられる教育を
― 包括的性教育が貧困対策につながる ―

相羽としえ
あい  ば

 議員

質
問　

町
民
か
ら
、図
書
館
の
機
能

不
備
な
ど
も
含
め
教
育
を
不
安
視
す

る
声
が
届
い
て
い
る
が
。

与
那
嶺
生
涯
学
習
振
興
課
長　

図

書
館
は
限
ら
れ
た
予
算
、ス
ペ
ー
ス
で

あ
り
、Ｗ
ｉ‒

Ｆ
ｉ
環
境
も
厳
し
い
。

順
次
諸
問
題
を
解
決
し
て
い
き
た

い
。

質
問　

教
育
は
幼
い
頃
か

ら
の
支
援
が
必
要
。７
年

度
か
ら
始
ま
る
子
育
て
支

援
は
。

新
里
子
育
て
支
援
課
長

　

保
育
士
不
足
解
消
の
た

め
に
、離
職
し
て
１
年
以

上
で
復
帰
す
る
方
、新
規

就
職
者
で
町
内
の
保
育
園

に
１
年
以
上
勤
務
す
る
保

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
検
討
し
た

が
、実
現
ま
で
至
っ
て
い
な
い
。

照
屋
町
長　

様
々
な
催
し
に
つ
い
て

も
商
工
会
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
な
が
ら

進
め
て
参
り
た
い
。

質
問　

こ
れ
ま
で
大
綱
曳
資
料
館
に

小
学
生
の
版
画
作
品
の
展
示
や
、白

い
ス
ロ
ー
プ
の
壁
に
綱
曳
の
絵
を
描

い
て
欲
し
い
な
ど
提
案
し
、検
討
す
る

と
の
回
答
を
も
ら
っ
て
い
る
が
。

与
那
嶺
生
涯
学
習
振
興
課
長　

学

校
と
話
し
合
っ
て
お
り
、前
向
き
に
検

討
し
て
い
く
。

一
般
質
問

　
月
定
例
会

３

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
７
年
７
月
）
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地
域
の
経
済
、文
化
を

行
政
の
支
援
で
活
性
化

少
子
化
対
策

若
者
世
帯
へ
経
済
支
援

実施市町村

与
那
原
親
川（
町
指
定
史
跡
）拝
所

最大
60万円

伺
う
。

具
志
堅
健
康
保
健
課
長　

令
和
７

年
か
ら
65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
帯

状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
が
定
期
接
種
に

な
っ
た
。対
象
者
は
年
度
内
に
65
歳

を
迎
え
る
方
と
、60
歳
か
ら
64
歳
で
、

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免

疫
機
能
障
害
が
あ
り
、日
常
生
活
が

ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
方
が
対
象
。５

年
間
経
過
措
置
と
し
て
70
歳
、75
歳
、

80
歳
、85
歳
、90
歳
、95
歳
、１
０
０

歳
以
上
に
な
る
方
を
対
象
に
接
種
を

実
施
す
る
。予
防
接
種
シ
ス
テ
ム
の

改
修
が
終
わ
り
次
第
、対
象
者
に
接

種
通
知
を
送
付
予
定
で
あ
る
。

質
問　

町
内
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
経

済
や
文
化
な
ど
、町
、区
の
活
性
化
の

一
例
と
し
て
、よ
な
ば
る
う
ぇ
ー
が
ー

で
披
露
宴
会
、「
古
式
、ゆ
か
し
き
、う

ち
な
ー
に
ー
び
ち
」を
現
在
、準
備
中

で
あ
る
。行
政
は
ど
の
よ
う
な
形
で

支
援
で
き
る
の
か
。

新
里
子
育
て
支
援
課
長　

補
助
金
に

つ
い
て
は
、具
体
的
に
ど
う
い
う
費
用

に
お
金
を
使
う
の
か
、ど
う
い
う
ス

キ
ー
ム
で
実
際
に
披
露
宴
を
し
て
い

く
の
か
、詳
し
い
具
体
的
内
容
も
確

認
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
う
。

質
問　

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
に
つ

い
て
本
町
の
取
り
組
み
は
。

新
里
子
育
て
支
援
課
長　

地
域
少

子
化
対
策
重
点
推
進
交
付
金
を
活

用
し
、若
者
世
帯
の
定
住
化
人
口
の

維
持
増
加
の
促
進
を
目
的
と
し
た
事

業
で
あ
り
、補
助
率
２
分
の
１
で
、新

婚
に
伴
う
新
生
活
に
か
か
る
家
賃
や

引
越
し
費
用
な
ど
の
補
助
を
行
う
。

補
助
額
は
最
大
60
万
円
で
、南
城
市
、

宮
古
市
、石
垣
市
、久
米
島
町
、竹
富

町
、恩
納
村
、南
大
東
村
の
７
市
町

村
で
実
施
し
て
い
る
。

質
問　

与
那
原
町
で
は
実
施
す
る
予

定
は
あ
る
の
か
。

新
里
子
育
て
支
援
課
長　

実
施
に
つ

い
て
は
内
容
を
確
認
し
、検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
う
。

令和７年より帯状疱疹ワクチン定期接種
― 65歳以上から予防接種が可能に ―

質
問　

３
人
に
１
人
が
発
症
す
る
と

い
わ
れ
る
帯
状
疱
疹
と
は
。

具
志
堅
健
康
保
険
課
長　

帯
状
疱

疹
に
つ
い
て
は
、80
歳
ま
で
に
３
人
に

１
人
が
発
症
す
る
と
言
わ
れ
て
お

り
、日
本
人
の
９
割
が
原
因
と
な
る

ウ
イ
ル
ス
を
持
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。過
去
に
水
ぼ
う
そ
う
に
か
か
っ

た
と
き
の
体
の
中
に
潜
伏
し
た
水
痘

帯
状
疱
疹
ウ
イ
ル
ス
が
活
性
化
す
る

こ
と
に
よ
り
、神
経
に
沿
っ
て
皮
膚
の

痛
み
や
、か
ゆ
み
が
出
て
、そ
の
後
、

帯
状
に
水
ぶ
く
れ
が
出
現
す
る
病
気

で
あ
る
。

質
問　

今
年
４
月
か
ら
国
に
よ
る
帯

状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
が
決
定
し

た
。与
那
原
町
は
い
つ
か
ら
ス
タ
ー

ト
で
き
る
準
備
が
整
っ
て
い
る
の
か

一
般
質
問

　
月
定
例
会

3

諸見里史子
もろ み   ざと  ふみ  こ

 議員

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
政
府
の
本

当
の
狙
い
は
。 

マ
イ
ナ
保
険
証
と
は

そ
の
他
の
質
問

南 城 市
宮 古 市
石 垣 市
久米島町

竹 富 町
恩 納 村
南大東村

よ
な
ば
る
う
ぇ
ー
が
ー

新婚に伴う
新生活補助
・家賃・引越し

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
７
年
７
月
）
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ひ
き
こ
も
り
の
子
ど
も
に

　
　
　
居
場
所
の
支
援
を

介
護
予
防
事
業
に

希
望
者
全
員
の
参
加
を

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

養
成
講
座
で
自
殺
予
防

小学生 中学生 高校生 高校生 合計（うち19歳以下）（備考）

は
学
校
で
行
う
事
を
確
保
し
て
欲
し

い
。外
部
指
導
者
の
確
保
と
費
用
負

担
、活
動
拠
点
、地
域
展
開
の
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
ど
の
様
に
考
え
て
い
る

か
。

吉
野
学
校
教
育
課
長　

令
和
７
年

度
か
ら
は
、外
部
指
導
員
に
つ
い
て
は

会
計
年
度
任
用
職
員
と
い
う
位
置
づ

け
に
な
る
。中
学
校
と
と
も
に
協
議

の
上
、順
次
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

質
問　

令
和
７
年
度
か
ら
拠
点
型

子
ど
も
の
居
場
所
運
営
事
業
の
予
算

が
減
額
さ
れ
、ひ
き
こ
も
り
対
策
が

な
く
な
り
、学
習
支
援
に
な
る
。今
後

引
き
こ
も
り
支
援
は
ど
の
様
に
考
え

て
い
る
の
か
。

吉
野
学
校
教
育
課
長　

ひ
き
こ
も
り

の
子
ど
も
た
ち
に
つ
い
て
は
、学
校
、

教
育
委
員
会
、子
育
て
支
援
課
、民

生
員
、与
那
原
警
察
署
と
月
１
回
、

会
議
を
開
催
し
て
い
る
。今
後
も
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

質
問　

介
護
予
防
事
業
の
ボ
ー
リ
ン

グ
教
室
が
人
気
が
あ
り
、定
員
オ
ー

バ
ー
の
た
め
参
加
で
き
な
い
と
言
わ

れ
た
と
の
こ
と
。楽
し
む
こ
と
が
元
気

の
源
で
あ
る
。皆
が
参
加
で
き
る
よ
う

改
善
で
き
な
い
か
。

照
屋
福
祉
課
長　

今
回
申
し
込
ん
だ

方
々
に
関
し
て
は
、全
員
参
加
で
き

る
形
で
通
知
を
行
っ
て
い
る
。自
己
負

担
、委
託
料
な
ど
、こ
れ
か
ら
課
内
で

検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

２
０
２
３
年
の
１
年
間
、全

国
で
小
中
学
生
や
高
校
生
の
自
殺
者

が
５
０
０
人
を
超
え
た
。対
策
と
し

て
こ
ど
も
版
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
講
座

を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

呉
屋
指
導
主
事　

今
後
、各
学
校
と

優
先
順
位
を
精
査
し
て
子
ど
も
版

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座
の
内
容

や
実
施
方
法
な
ど
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

中学校部活動の地域展開を
― 地域の環境整備で持続可能なスポーツへ ―

一
般
質
問

　
月
定
例
会

３

質
問　

学
校
の
先
生
も
忙
し
す
ぎ
て

顧
問
の
成
り
手
が
少
な
く
な
り
、部

員
数
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
。そ
こ
で

地
域
展
開
を
国
は
推
奨
し
て
い
る
。

地
域
展
開
と
は
、ス
ポ
ー
ツ
庁
、文
化

庁
に
よ
る
と
、

①
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
持
続
可
能

　

で
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
環
境
を
整
備

　

し
、多
様
な
体
験
機
会
を
確
保
す

　

る
こ
と
。

②
少
子
化
の
中
で
も
、ス
ポ
ー
ツ
な

　

ど
、継
続
し
て
親
し
む
事
が
出
来

　

る
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
。

い
わ
ゆ
る
地
域
の
中
に
部
活
動
を
入

れ
る
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。那
覇
市
内
の

学
校
の
事
例
で
は
吹
奏
楽
が
学
校
で

は
な
く
別
の
場
所
で
週
２
回
練
習
を

し
て
い
る
。本
町
で
は
今
後
部
活
動 舩 谷 政 喜

ふな　 たに　 まさ　  き

 議員

「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」と
は…

「
悩
ん
で
い
る
人

に
気
づ
き
、声
を
か
け
、話
を
聞
き
、必
要
な
支

援
に
つ
な
げ
、
見
守
る
」を
図
る
こ
と
が
で
き
る

人
。

検察庁自殺統計原票データより厚生労働省作成

介護予防事業
「ボーリングスクール」

楽しみながら介護予防を！

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
７
年
７
月
）
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保
育
士
へ
の

　
　
宿
舎
借
上
制
度

質
問　

路
線
バ
ス
も
以
前
は
１
時
間

に
４
本
あ
っ
た
路
線
が
、今
は
１
時

間
に
１
本
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
。本
町
の
住
民
バ
ス
と
併
用
運
転

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、利
便
性
向
上

も
あ
る
の
で
は
。

山
城
企
画
政
策
課
長　

バ
ス
事
業
者

が
運
転
士
不
足
で
、便
数
や
時
間
も

大
分
減
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
が
、そ

れ
に
つ
い
て
は
バ
ス
事
業
者
の
皆
さ

ん
と
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思

う
。

質
問　

再
度
伺
う
。実
施
で
き
る
見

込
み
は
あ
る
の
か
。

新
里
子
育
て
支
援
課
長　

令
和
７
年

度
一
般
会
計
に
お
い
て
も
、基
金
よ
り

繰
り
出
し
て
の
予
算
編
成
に
な
っ
て

い
る
状
況
。昨
年
度
と
比
較
す
る
と
、

児
童
手
当
や
保
育
施
設
へ
の
給
付
、

子
ど
も
医
療
費
助
成
の
事
業
だ
け
で

も
、国
の
単
価
の
見
直
し
や
、補
助
率

の
違
い
な
ど
も
あ
り
、本
町
の
単
費
の

負
担
額
だ
け
で
も
、約
３
５
０
０
万

円
弱
の
増
加
に
な
っ
て
い
る
。現
状
で

は
新
規
の
事
業
と
い
う
の
は
厳
し
い

と
考
え
る
。

提
言　

保
育
や
教
育
の
部
分
に
関
し

て
は
、Ａ
Ｉ
な
ど
が
進
化
し
よ
う
が
、

最
終
的
に
は
人
と
人
。人
を
必
要
と

す
る
部
分
に
は
、ど
う
し
て
も
予
算

を
か
け
な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
。ど

こ
に
予
算
を
か
け
て
い
く
か
は
最
終

的
に
首
長
で
あ
る
町
長
の
判
断
と
思

う
が
、現
状
の
財
源
で
厳
し
い
の
で
あ

れ
ば
、今
後
は
本
町
で
収
益
を
あ
げ

ら
れ
る
よ
う
な
事
業
の
見
直
し
も
必

要
で
あ
る
。

福祉バスから町内バスへ 
― 全町民対象の利便性のあるバスへ変更  ―

質
問　

何
度
も
提
案
し
て
い
る
が
、

現
状
の
福
祉
バ
ス
の
実
証
実
験
を
町

内
バ
ス
と
し
て
、全
町
民
を
対
象
に

学
生
の
通
学
使
用
や
、近
隣
市
町
村

の
大
型
商
業
施
設
な
ど
へ
行
け
る
よ

う
な
実
証
実
験
に
で
き
な
い
か
。

山
城
企
画
政
策
課
長　

今
の
福
祉
バ

ス
は
、一
括
交
付
金
を
活
用
し
て
い

て
、他
の
補
助
が
あ
る
場
合
に
つ
い
て

は
活
用
で
き
な
い
決
ま
り
が
あ
る
。

町
内
バ
ス
で
の
運
用
を
考
え
る
と
、

フ
ェ
ー
ダ
ー
補
助
と
い
う
、国
土
交
通

省
の
補
助
が
あ
る
が
、今
の
福
祉
バ
ス

か
ら
全
町
民
対
象
と
な
る
と
、一
括

交
付
金
を
活
用
で
き
な
い
形
と
な

る
。広
域
の
路
線
に
つ
い
て
も
、与
那

原
町
と
し
て
は
、路
線
バ
ス
が
大
前
提

と
考
え
て
い
る
。

一
般
質
問

　
月
定
例
会

3

松 長 康 二
まつ　 なが　 こう　 じ

 議員

　沖縄県では、保育士が安心して勤務できるよう、保育園が保育士の宿舎を借り
上げ、家賃の一部を自治体が負担し、保育士の定着と離職防止を目的に支援事業
を実施しています。

保育士宿舎借り上げ支援事業

宜野湾市
石 垣 市
浦 添 市
名 護 市
沖 縄 市

豊見城市
うるま市
宮古島市
南 城 市
嘉手納町

北 谷 町
南風原町
伊 江 村

実施市町村
移住比支援 平均5.2万円

保育士の宿舎を借り上げるた
めの費用の全部または一部を
補助する。

就職祝い金

那 覇 市
名 護 市
豊見城市
うるま市

南 城 市
読 谷 村
南風原町
八重瀬町

実施市町村

保育士が就職した際、助成金
を交付する

沖縄県の保育士宿泊借り上げ支援事業
▲

保育士の就業継続、離職防止、就職促進。
目的

対象

▲

保育園が保育士の宿舎を借り上げた場合、家賃
　の補助を一部自治体が負担。

支援内容

▲

支給額は自治体によって異なるが、月額最大５万
　円程度の補助が期待できる。

補助額

▲

一般的に、常勤の保育士が対象となるが、自治
　体によって条件が異なる場合があるので、事前に
　確認が必要。

利用条件

▲

借り上げ社宅制度の場合、園が物件の賃貸契
　約を締結し、初期費用も負担してもらえることが
　ある。

その他

▲

保育園で勤務する保育士。

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
７
年
７
月
）
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写真未

ウ
カ
ミ
ヤ
ー
拝
所
、上

与
那
原
区
市
街
化
区

域
へ
移
設
を

浜
中
町
と
姉
妹
都
市
の

提
携
で
両
町
の
発
展
を

信
号
が
見
え
づ
ら
く
、
危
険
な
港
区
公
民

館
近
く
の
交
差
点
に
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置
を

公
民
館
か
ら
行
く
と
、左
折
で
き
な

い
た
め
、右
折
す
る
し
か
な
い
。そ
こ

で「
止
ま
れ
」の
標
示
が
あ
り
、止
ま
っ

て
左
を
見
る
と
信
号
が
見
え
づ
ら

く
、実
際
に
事
故
が
起
き
そ
う
に
な
っ

た
現
場
を
見
た
区
民
か
ら
、カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
を
設
置
し
て
欲
し
い
と
の
要

望
が
あ
り
、担
当
課
長
に
も
確
認
し

て
も
ら
っ
た
が
、そ
の
対
応
は
。

金
城
生
活
環
境
安
全
課
長　

実
際

に
見
え
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
。改
善
で

き
る
か
、標
識
を
移
設
で
き
る
の
か

規
制
が
あ
る
の
で
、公
安
委
員
会
な

ど
に
確
認
し
て
、カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を

ど
こ
に
設
置
し
た
ら
容
易
に
確
認
で

き
る
か
、令
和
７
年
度
中
に
対
応
で

き
た
ら
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

上
与
那
原
区
ウ
カ
ミ
ヤ
ー
拝

所
の
移
設
の
件
は
、ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

饒
平
名
ま
ち
づ
く
り
課
長　

現
在
は

庁
舎
北
側
へ
仮
移
転
し
て
お
り
、ご

不
便
を
お
か
け
し
て
い
る
が
、移
転

先
や
施
設
規
模
な
ど
、決
定
次
第
移

転
に
向
け
て
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問　

上
与
那
原
区
の
市
街
化
区
域

編
入
の
事
業
が
進
ん
で
い
る
が
、与

那
原
町
が
一
部
を
買
い
取
り
、そ
こ
に

移
設
し
て
も
い
い
と
思
う
が
。

饒
平
名
ま
ち
づ
く
り
課
長　

現
在
、

ま
ち
づ
く
り
課
で
担
当
し
て
い
る
上

与
那
原
地
区
の
開
発
に
つ
い
て
、門
中

の
皆
さ
ん
が
、ど
こ
に
移
転
し
た
い
か

が
重
要
に
な
る
。仮
に
開
発
地
域
の

中
に
移
転
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ

れ
ば
、相
談
を
し
て
調
整
は
可
能
だ

と
考
え
て
い
る
。

質
問　

浜
中
町
と
の
姉
妹
都
市
提
携

は
、ど
の
よ
う
な
調
印
式
を
行
う
の

か
。

岡
総
務
課
長　

調
印
式
に
つ
い
て

は
、２
回
行
う
事
を
予
定
し
て
い
る
。

１
回
目
が
与
那
原
町
大
綱
曳
の
時
期

に
本
町
。２
回
目
は
年
明
け
の
１
月

な
い
し
２
月
頃
、浜
中
町
で
行
う
方

向
で
、協
定
内
容
も
現
在
調
整
中
と

な
っ
て
い
る
。議
員
か
ら
も
、ご
指
摘

が
あ
っ
た
観
光
産
業
、教
育
な
ど
も

含
め
、個
別
具
体
的
な
内
容
で
は
な

く
、両
町
の
発
展
を
念
頭
に
置
い
た

包
括
的
な
協
定
を
結
び
た
い
と
い
う

こ
と
で
、浜
中
町
と
意
見
交
換
を
し

て
い
る
所
で
あ
る
。

安心・安全に暮らせるまちづくりを
― 危険箇所の改善を早急に ―

一
般
質
問

　
月
定
例
会

３

質
問　

本
町
内
に
危
険
箇
所
は
何
カ

所
あ
る
の
か
。

金
城
生
活
環
境
安
全
課
長　

毎
年

５
月
頃
、社
会
福
祉
協
議
会
が
主
催

し
、各
関
係
団
体
と
危
険
箇
所
点
検

を
行
っ
て
い
る
。令
和
６
年
度
は
与
那

原
東
小
学
校
区
内
で
14
カ

所
、与
那
原
小
学
校
区
内
で

25
カ
所
、合
計
39
カ
所
を
確

認
し
て
い
る
。そ
の
内
17
カ

所
は
改
善
済
み
で
あ
り
残
り

は
所
有
者
、個
人
が
対
応
す

る
も
の
も
含
め
、関
係
各
所
へ

対
応
を
要
請
し
て
い
る
所
で

あ
る
。

質
問　

港
区
の
フ
ァ
ミ
リ
ー

マ
ー
ト
か
ら
東
浜
に
向
け

て
、
最
初
の
交
差
点
で
港
区

古 堅 亮 吉
ふる　 げん   あき   よし

 議員

学
校
給
食
メ
ニ
ュ
ー
の
地
産
地
消
は

そ
の
他
の
質
問

釧路市から東に約80km
浜中町は、豊かな自然と歴史
が息づく町で、酪農や漁業が
盛んである。

浜中町

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
７
年
７
月
）
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窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

個人情報の漏えい防止に導入を

質
問　

避
難
場
所
は
、最
適
な
快
適

温
度
や
換
気
の
提
供
を
含
む
避
難
者

の
保
護
が
重
要
と
言
わ
れ
て
い
る
。文

部
科
学
省
か
ら
体
育
館
の
空
調
設
備

事
業
と
し
て
、新
た
に
空
調
設
備
臨

時
特
例
交
付
金
が
新
設
さ
れ
た
。そ

の
事
業
を
活
用
し
、一
般
的
な
体
育

館
空
調
設
備
を
設
置
す
る
の
で
は
な

く
、本
町
が
取
り
組
ん
で
い
る
脱
炭

素
事
業
も
活
か
し
、最
新
の
技
術
を

導
入
し
た
体
育
館
の
空
調
設
備
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

照
屋
町
長　

学
校
教
育
の
面
で
は
Ｄ

Ｘ
へ
向
け
て
の
パ
ソ
コ
ン
の
取
替
や

様
々
な
事
業
が
ひ
か
え
て
い
る
。空

調
設
備
事
業
が
全
て
補
助
金
で
で
き

れ
ば
即
対
応
で
き
る
が
持
ち
出
し
が

大
き
い
。ど
の
学
校
か
ら
先
に
や
る
の

か
と
か
予
算
面
も
十
分
吟
味
し
な
が

ら
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

耳
が
聞
こ
え
づ
ら
い
方
た
ち

の
た
め
に
、各
自
治
体
や
病
院
、警
察

署
な
ど
の
窓
口
で
徐
々
に
導
入
が
進

ん
で
い
る
、軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
の
設

置
が
本
町
で
も
必
要
だ
と
思
う
が
、

見
解
を
伺
う
。

照
屋
福
祉
課
長　

窓
口
対
応
を
し
て

い
る
職
員
か
ら
も
耳
が
聞
こ
え
づ
ら

い
、特
に
高
齢
者
の
方
が
い
る
と
聞
い

て
い
る
。少
し
大
き
い
声
に
な
っ
て
く

る
と
、個
人
情
報
が
漏
れ
る
可
能
性

も
あ
る
。対
策
と
し
て
、軟
骨
伝
導
イ

ヤ
ホ
ン
が
必
要
か
ど
う
か
各
課
内
で

体育館空調設備で安心・安全な環境整備を
― 空調整備臨時特例交付金を活用しよう ―

質
問　

全
国
的
に
猛
暑
日
が
増
え
、

学
校
で
小
学
生
が
熱
中
症
で
亡
く
な

る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
故
も
起
き
て

い
る
。本
町
の
小
・
中
学
校
体
育
館
の

空
調
設
備
の
現
状
を
伺
う
。

仲
宗
根
公
共
施
設
課
長　

小
・
中
学

校
体
育
館
の
空
調
設
備
は
設
置
さ
れ

て
な
い
。

質
問　

体
育
館
も
教
室
と
同
様
で
、

子
ど
も
た
ち
の
安
心
安
全
な
教
育
環

境
の
整
備
の
上
か
ら
も
空
調
設
備
は

早
急
に
取
り
組
む
べ
き
だ
。小
・
中
学

校
は
避
難
場
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る

か
。

金
城
生
活
環
境
安
全
課
長　

小
・
中

学
校
の
体
育
館
、校
舎
、普
通
教
室
等

は
避
難
場
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

一
般
質
問

　
月
定
例
会

3

新 垣 真一
しん　 がき    しん   いち

 議員

制
服
の
名
前
刺
繍
無
く
す
べ
き
だ

と
思
う
が

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
、町
独

自
の
公
費
助
成
を

そ
の
他
の
質
問

調
整
を
し
、ま
ず
福
祉
課
か
ら
１
台

は
導
入
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
き
た

い
。「

軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
」と
は…

耳
付
近
の
軟

骨
を
振
動
さ
せ
て
音
を
伝
え
る「
軟
骨
伝
導
」

の
技
術
を
用
い
た
イ
ヤ
ホ
ン
で
す
。

　

通
常
の
イ
ヤ
ホ
ン
と
は
違
い
、外
耳
道
内
に

挿
入
し
な
い
こ
と
か
ら
耳
垢
が
た
ま
り
に
く
く

清
潔
さ
を
保
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
骨
伝

導
イ
ヤ
ホ
ン
と
異
な
り
、側
頭
骨
の
振
動
や
振

動
子
に
よ
る
圧
迫
が
不
要
と
な
り
ま
す
。

空調設備臨時特例交付金
 趣  旨
　子どもたちの学習・生活の場であるとともに、
災害時には避難所として活用される学校施設
の避難所機能を強化し、耐災害性の向上を図
る観点から、避難所となる全国の学校体育館等
への区長設備を加速する。
 算定割合 
● 1/2 対象工事費
　 下限額 400万  上限額 7,000万
 対 象 校
● 公立の小学校、中学校、義務教育学校、
　中等教育学校の前期課程、特別支援学校
 工事内容 
● 冷暖房設備の設置工事（工事を伴う新設）
●冷暖房設備の設置と併せて実施する断熱性 
　確保のための工事
● 上記の関連工事
 補助要件
● 避難所に指定されている学校であること。
● 断熱性が確保されること。
 補助期限
● 令和15年まで

軟骨伝導イヤホン

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
７
年
７
月
）
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戦
争
に
よ
り
廃
線
と

な
っ
た
軽
便
鉄
道
を

Ｌ
Ｒ
Ｔ
で
実
現
す
べ
き

再
開
発
事
業
で
商
業

　
　

地
域
の
活
性
化
を

識名盛紀

更
し
、Ａ
街
区
は
令
和
10
年
春
頃
、

Ｂ
街
区
は
令
和
11
年
秋
頃
、Ｃ
街
区

は
令
和
８
年
春
頃
予
定
し
て
い
る
。

質
問　

今
年
は
戦
後
80
年
を
迎
え
る

が
、戦
争
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
軽
便

鉄
道
を
、戦
後
補
償
の
一
環
と
し
て

復
元
す
る
よ
う
、国
や
県
に
要
請
し

て
は
ど
う
か
。

照
屋
町
長　

軽
便
鉄
道
は
法
律
上

は
廃
止
で
は
な
く
残
っ
て
い
る
わ
け

で
、戦
後
復
興
の
も
の
と
し
て
、国
で

全
額
見
て
く
れ
と
い
う
話
を
し
た
経

緯
が
あ
る
。、今
少
し
ネ
ッ
ク
に
な
る

の
が
、沖
縄
県
が
南
北
鉄
道
を
先
に

と
い
う
話
を
し
て
い
る
な
か
、逆
に
私

が
県
に
話
し
た
の
は
東
西
を
先
に
し

て
公
共
交
通
を
県
民
に
知
ら
し
め
る

い
い
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。こ
れ
か
ら
も

那
覇
市
、南
風
原
町
と
も
連
携
を
し

な
が
ら
Ｌ
Ｒ
Ｔ
実
現
に
向
け
て
、し
っ

か
り
と
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
。

質
問　

オ
リ
オ
ン
通
り
の
拡
幅
や
、

え
び
す
通
り
周
辺
の
商
業
地
域
を
再

開
発
し
て
、活
性
化
事
業
を
考
え
て

は
ど
う
か
。

饒
平
名
ま
ち
づ
く
り
課
長　

現
状
の

新
島
、中
島
地
区
な
ど
に
あ
る
商
業

地
域
は
、店
舗
と
住
宅
が
混
在
し
て

い
る
た
め
、い
わ
ゆ
る
那
覇
市
な
ど
に

あ
る
商
業
地
域
と
は
異
な
る
状
況
と

な
っ
て
い
る
。今
回
ご
指
摘
の
商
業
地

域
の
再
開
発
は
、商
業
地
域
の
関
係

者
皆
様
の
意
見
が
一
番
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
、商
工
会
で
も
商
業

地
域
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
て
、一
緒
に
な
っ
て
考
え
た
い
。

提
言　

え
び
す
通
り
と
オ
リ
オ
ン
通

り
は
、戦
前
戦
後
の
繁
栄
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
り
、今
後
の
再
開
発
が
与
那
原

の
発
展
に
つ
な
が
る
。

大型ＭＩＣＥ施設の現状は
― マリンタウン地区公有地事業で活性化を ―

一
般
質
問

　
月
定
例
会

３

質
問　

大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
の
再

公
告
に
向
け
て
、県
は
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
考
え
か
。

山
城
企
画
政
策
課
長　

１
月
27
日

に
第
１
回
目
の
会
議
を
実
施
、有
識

者
の
意
見
を
踏
ま
え
、入
札
不
調
の

要
因
と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
調

査
を
行
っ
て
お
り
、可
能
な
限
り
早

期
の
再
公
告
を
進
め
て
い
る
と
伺
っ

て
い
る
。

質
問　

マ
リ
ン
タ
ウ
ン
地
区
公
有
地

事
業
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

山
城
企
画
政
策
課
長　

今
年
度
に
Ａ

街
区
東
浜
野
球
場
周
辺
の
道
路
改
修

工
事
、及
び
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
解
体
の

実
施
、温
泉
掘
削
申
請
の
提
出
な
ら

び
に
許
可
を
受
託
し
た
と
こ
ろ
。ま

た
、当
初
の
使
用
開
始
予
定
日
を
変 識 名 盛 紀

しき　　な　 せい　  き

 議員

「町民の為に汗を流せ」をモットーに
　私は平成５年初当選以来、８期29年の議員活動を今期限りで自らの限界を知るに至り、引退を決意致しまし
た。これまでご支援を賜りました多くの知人、友人や町民の皆様、支えてくれた家族に心から深く感謝と御礼を申
し上げます。振り返るとマリンタウン事業のスタートから合併問題・福祉教育・大型MICE施設の誘致に全力で取
り組んで参りました。また、平成30年に沖縄振興審議会委員として内閣府の皆さんと５次振興計画の総括と、６
次振興計画に向けての提言について、意見を述べることができたことは、私にとって「望外の喜び」でした。今後
は一町民として、本町の更なる発展と議員の皆様方のご活躍を祈念申し上げご挨拶と致します。
　長い間お世話になり有り難うございました。

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
７
年
７
月
）
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我
謝
孟
範

運玉森中腹にある美津嶽
みちんだき

※

他
、給
食
完
全
無
償
化
の
実
現
な
ど

　

９
質
問

親
川
は
関
連
性
が
あ
る
の
で
指
導
す

べ
き
で
あ
る
。す
べ
て
の
町
民
に
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
、そ
う
な
れ
ば

観
光
に
も
活
用
し
や
す
く
な
る
。

質
問　

沖
縄
戦
に
つ
い
て
唯
一
の
地
上

戦
が
行
わ
れ
た
と
い
う
文
言
を
改
正

し
た
が
、見
直
し
は
い
つ
行
う
の
か
。

岡
総
務
課
長　

県
や
他
の
市
町
村
の

状
況
等
を
参
考
に
検
討
し
て
い
き
た

い
。

質
問　

与
原
区
生
活
道
の
整
備
の
進

捗
状
況
は
。

饒
平
名
ま
ち
づ
く
り
課
長　

８
２
０

番
地
付
近
に
雨
水
が
た
ま
る
問
題
が

あ
る
が
、対
策
と
し
て
排
水
の
設
置

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　本員にとって今議会が最後の議会となります。今度の町議選挙に立候補しません。
　1977年、本員が町議になってから今日まで、足かけ48年、正味44年、歴代の町長６名、同僚議員61名の
皆さんとともに町政を担ってまいりました。その間、3名の元町長、25名の元議員が逝去されました。この場を
お借りいたしまして哀惜の念を表したいと思います。
　昭和52年度から今日までの町財政と議会の状態を振り返って、一端を述べてみたいと思います。ここに
52年度一般会計予算、国保・水道特会を持参してまいりました。48年前は全て手書きになっております。そう
いうことで、いかに今日の与那原町政が発展したかを物語るものであります。一般会計予算、この昭和52年
度からかいま見まして、当時の一般会計が10億2294万円から現在の110億4442万円、約11倍。国保特会
では、保険税5987万5000円から３億1305万4000円、約５倍。水道特会に至りましては、事業収益8421万
円から５億1982万4000円、約６倍となっております。議会の当時の状況から見ますと、町職労のストライキに
よる議場の封鎖で警察機動隊が導入された出来事もございました。会議の在り方も見てみますと、質疑、質

問なども時間制限もなく、一般質問も事前通告制度もない中で、夜中の零時まで審議が
行われたこともありました。意見の相違で激論がたび重ねられたその度に、本員といたしま
しては、執行部の苦悩する姿をいまだに脳裏に焼き付いて浮かんでまいります。現在、議
会も町政も大きく変貌し、そして、本当に感慨深い心境でございます。これからも議会、それ
と執行部がちゃんとお互いの立場を尊重して、これからも与那原町の発展に尽くしていた
だきたいと思います。
　執行部、議会の皆さん、そして町民のみなさん、長い間お世話になりました。
　ありがとうございました。

子供たちへの文化財教育徹底を
― 美津嶽の周知を含め関連性を持たせた理解が必要 ―

質
問　

文
化
財
教
育
は
ど
の
よ
う
な

状
況
か
。ま
た
美
津
嶽
の
周
知
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

呉
屋
学
習
指
導
主
事　

学
校
で
は
、

社
会
科
の
中
で
、産
業
と
し
て
赤
瓦

と
ひ
じ
き
、文
化
財
と
し
て
大
綱
曳

と
軽
便
鉄
道
の
４
つ
に
絞
り
教
え
て

い
る
。美
津
嶽
に
つ
い
て
は
地
域
で
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

与
那
嶺
生
涯
学
習
振
興
課
長　

美
津

嶽
は
聞
得
大
君
が
葬
ら
れ
た
場
所
だ

と
お
も
ろ
そ
う
し
等
に
書
か
れ
て
お

り
、久
葉
堂
や
御
殿
山
、久
高
と
の
関

連
が
あ
る
が
、航
海
の
無
事
を
祈
る

歌
な
ど
説
明
が
不
足
し
て
い
る
の
で
、

調
べ
た
う
え
で
説
明
板
な
ど
を
立
て

た
い
。

提
言　

美
津
嶽
、久
葉
堂
、御
殿
山
、

一
般
質
問

　
月
定
例
会

3

我 謝 孟 範
が　 じゃ　 もう   はん

 議員

町議48年を振り返って

み  

ち
ん 

だ
き

み   ちん  だき

く  

ふ
ぁ  

ど
ぅ

う
ど
ぅ
ん
や
ま

う
ぇ
ー
が
ー

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
７
年
７
月
）
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　労働、土木建設、農業、水産業、商工業、観光及び臨海
部埋め立て、環境衛生及び公害、上下水道、教育に関する
事項を調査・審査します。

第
20
期
議
員
紹
介

第
20
期
議
員
紹
介

第20期 議員による新体制がスタート 　与那原町議会は令和７年５月12日に改選後初の臨時会を開
き、第20期議員による新体制を決定しました。第20期議員の任
期は令和７年５月12日～令和11年５月11日までとなります。

　福祉、健康保険、保健、消防及び行政一般及び財政、
そのほか、他の委員会に属しない事項に関する事項を調査・
審査します。

総務財政常任委員会 6名

議　長

当真　聡
とうま　さとし

副議長

新垣  真一
しんがき　しんいち

副委員長

城間  優希
しろま　ゆうき

委員長

松長  康二
まつなが　こうじ

委員

相羽 としえ
あいば　としえ

委員

仲里  賢次
なかざと　けんじ

委員

志村  幸司
しむら　こうじ

※残り１名は新垣真一議員が所属

建設文教常任委員会 7名

副委員長

舩谷  政喜
ふなたに　まさき

委員長

古堅  亮吉
ふるげん　あきよし

委員

諸見里  史子
もろみざと　ふみこ

委員

知念  正成
ちねん　まさなり

委員

町田  元利
まちだ　もととし

委員

宮里  武志
みやざと　たけし

委員

喜屋武 一彦
きゃん　かずひこ

委 員 長

副委員長

6名

総
務
財
政
常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

議

長

副
議
長

議
会
運
営
委
員
会

建
設
文
教
常
任
委
員
会

議
会
広
報
常
任
委
員
会

町
議
会
機
構
図

議会広報常任委員会

志村 幸司

仲里 賢次

仲里 賢次
喜屋武 一彦

委 員 町田 元利

知念 正成

相羽 としえ

城間 優希

3名

　共同で消防事務を行うため、与那原町、南風原町、
西原町の３町で構成された組織で、その議会において３
町よりそれぞれ３名ずつの議員が選出され、事務につい
て審議します。

東部消防組合議会議員

松長 康二　古堅 亮吉　相羽 としえ
1名

　介護保険業務運営の諸課題を解決するため、沖縄
県内の29市町村で構成された組織で、その議会におい
て与那原町からは１名の議員が選出され、事務について
審議します。

沖縄県介護保険広域連合議会議員
1名

　町の財政事務や経営に係る事業の管理が、町民の
福祉増進を務めるとともに最小限の経費で最大の効果
をあげているか、またその組織や運営の合理化に努めて
いるかを監査し、その結果や情報を住民や議会等への
報告を行っています。

与那原町監査委員（議選監査員）

委 員 長

副委員長

6名

　議会の日程調整、議案や陳情の審
査方法など、議会運営全般にかかわる
ことを協議します。

　議会広報（議会だより）の編集及
び発行に関する事項を調査・審査し
ます。

議 会 運 営 委 員 会

諸見里史子

松長 康二 新垣 真一

委 員 古堅 亮吉

相羽 としえ

志村 幸司

新垣 真一

2名

　共同でごみ処理施設の設置及び管理運営を行うた
め、15市町村で構成された組織で、その議会において
与那原町からは２名の議員が選出され、事務について
審議します。

南部広域行政組合議会議員

町田 元利　知念 正成

1名

　後期高齢者の医療事務の円滑な運営を図り、医療
に関する財政の安定化を確保し、高齢者の福祉の向上
を目的とした組織で、その議会において与那原町からは
1名の議員が選出され、事務について審議します。

沖縄県後期高齢者医療広域連合議会議員

城間 優希

1名

　南部圏域の総合的な振興整備を図ることを目的とし
て、沖縄県南部圏域の５市４町６村で構成された組織
で、その議会において与那原町からは１名の議員が選出
され、事務について審議します。

南部広域市町村圏
事務組合議会議員

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
７
年
７
月
）
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　労働、土木建設、農業、水産業、商工業、観光及び臨海
部埋め立て、環境衛生及び公害、上下水道、教育に関する
事項を調査・審査します。

第
20
期
議
員
紹
介

第
20
期
議
員
紹
介

第20期 議員による新体制がスタート 　与那原町議会は令和７年５月12日に改選後初の臨時会を開
き、第20期議員による新体制を決定しました。第20期議員の任
期は令和７年５月12日～令和11年５月11日までとなります。

　福祉、健康保険、保健、消防及び行政一般及び財政、
そのほか、他の委員会に属しない事項に関する事項を調査・
審査します。

総務財政常任委員会 6名

議　長

当真　聡
とうま　さとし

副議長

新垣  真一
しんがき　しんいち

副委員長

城間  優希
しろま　ゆうき

委員長

松長  康二
まつなが　こうじ

委員

相羽 としえ
あいば　としえ

委員

仲里  賢次
なかざと　けんじ

委員

志村  幸司
しむら　こうじ

※残り１名は新垣真一議員が所属

建設文教常任委員会 7名

副委員長

舩谷  政喜
ふなたに　まさき

委員長

古堅  亮吉
ふるげん　あきよし

委員

諸見里  史子
もろみざと　ふみこ

委員

知念  正成
ちねん　まさなり
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町田  元利
まちだ　もととし

委員

宮里  武志
みやざと　たけし

委員

喜屋武 一彦
きゃん　かずひこ

委 員 長

副委員長
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議会広報常任委員会

志村 幸司

仲里 賢次

仲里 賢次
喜屋武 一彦

委 員 町田 元利

知念 正成

相羽 としえ

城間 優希

3名

　共同で消防事務を行うため、与那原町、南風原町、
西原町の３町で構成された組織で、その議会において３
町よりそれぞれ３名ずつの議員が選出され、事務につい
て審議します。

東部消防組合議会議員

松長 康二　古堅 亮吉　相羽 としえ
1名

　介護保険業務運営の諸課題を解決するため、沖縄
県内の29市町村で構成された組織で、その議会におい
て与那原町からは１名の議員が選出され、事務について
審議します。

沖縄県介護保険広域連合議会議員
1名

　町の財政事務や経営に係る事業の管理が、町民の
福祉増進を務めるとともに最小限の経費で最大の効果
をあげているか、またその組織や運営の合理化に努めて
いるかを監査し、その結果や情報を住民や議会等への
報告を行っています。

与那原町監査委員（議選監査員）

委 員 長

副委員長

6名

　議会の日程調整、議案や陳情の審
査方法など、議会運営全般にかかわる
ことを協議します。

　議会広報（議会だより）の編集及
び発行に関する事項を調査・審査し
ます。

議 会 運 営 委 員 会

諸見里史子

松長 康二 新垣 真一

委 員 古堅 亮吉

相羽 としえ

志村 幸司

新垣 真一

2名

　共同でごみ処理施設の設置及び管理運営を行うた
め、15市町村で構成された組織で、その議会において
与那原町からは２名の議員が選出され、事務について
審議します。

南部広域行政組合議会議員

町田 元利　知念 正成

1名

　後期高齢者の医療事務の円滑な運営を図り、医療
に関する財政の安定化を確保し、高齢者の福祉の向上
を目的とした組織で、その議会において与那原町からは
1名の議員が選出され、事務について審議します。

沖縄県後期高齢者医療広域連合議会議員

城間 優希

1名

　南部圏域の総合的な振興整備を図ることを目的とし
て、沖縄県南部圏域の５市４町６村で構成された組織
で、その議会において与那原町からは１名の議員が選出
され、事務について審議します。

南部広域市町村圏
事務組合議会議員

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
７
年
７
月
）

15

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り  

（
令
和
７
年
７
月
）

14



事
務
局
長

比
嘉

事
務
局
員

幸
地

事
務
局
員

阿
嘉

発
行
／
与
那
原
町
議
会

編
集
／
議
会
広
報
常
任
委
員
会
　
☎
098-945-5775

〒
901-1392　

沖
縄
県
島
尻
郡
与
那
原
町
字
上
与
那
原
16番

地
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.tow
n.yonabaru.okinaw

a.jp/gikai/

145

よ
な
ば
る 

議
会
だ
よ
り

No. 号145
あなたと

町政を結ぶあなたと

町政を結ぶ

よなばるよなばる

令和７年７月１日発行

令和７年  第１回 定例会（３月議会）２P

政務活動費って何に使っているの？３P

令和７年度 ３月定例会 一般質問4〜13P

第20期 議員による新体制がスタート14・15P

９月定例会日程・新事務局紹介・編集後記16P
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議会広報常任委員会
委員長 志村　幸司

９月の定例議会は…

町民の皆さん、まずは足を運びましょう!

議会日程は議会ホームページ　http://www.town.yonabaru.okinawa.jp/gikai/
または「議会事務局 ☎945-5775」へお問い合わせください

一般質問▶24日（水）・25日（木）・26日（金）8日（月）～26日（金）
定例会は６月、９月、12月、３月に開会しています。（10時から）

You Tubeでも傍聴できるよ〜!

予
定

こ
う
し
て

　
ほ
し
い
な

をしませんか!?
※「一般会議」とは「与那原町に関する課題」について、町民の皆
　様が直接声を届けられる会議です。あなたと議会が直接意見交
　換ができます。議会と意見交換したい方は参加申し込みが必要
　です。詳細は下記「議会事務局」へお問い合わせください。

　日頃生活をしている中で「これ何とかならないかな？」とか「こうしてほしい」など、さまざまな課題
が出てくると思います。町長を始め、役場職員、町議会議員でもなかなか気づかないこともあります。
皆様が気づいたことを議会や行政に届け、住みやすい安心・安全なまちづくりをしていきましょう。

こ
れ
何
と
か

な
ら
な
い
？

↓そこで…あなたの意見を届けよう↓

一般会議

議会事務局　☎945-5775お問い合わせ

議会と意見交換できるんです ※議会と意見交換したい方は申し込みが必要です

綱
が
る

　
３
つ
の
力

綱
が
る

　
３
つ
の
力

行政

議会 町民

書・写真：相羽としえ　

議
会
事
務
局
挨
拶

　「議会だより」をご覧の町民
のみなさまこんにちは。与那原
町議会事務局兼監査員事務局
長の比嘉です。広報常任委員
会の議員のみなさんと「見やす
い」「分かりやすい」広報誌づく
りを目指して頑張ります。

　今年で配属されて２年目に
なります幸地です。議会は議員
の皆さんが代表して町民の多
様な声を届ける場です。ぜひ、
議場やユーチューブで議会を
ご覧になってください。

　4月より議会事務局に異動に
なりました阿嘉と申します。新
しい環境での挑戦を楽しみに
しています。議員、地域の皆様
と共により良い議会運営を目
指してまいりますので、どうぞよ
ろしくお願いいたします。


